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概 要

我々は、キーワードを表現するノードを操作し対話的に検索条件の指定を行うキーワード検索

システムを作成した。本システムは、ユーザがポインティングデバイスを使いノードをドラッグ

＆ドロップすることでキーワードの取捨選択やクエリーの構成をおこないながら次第にWebペー

ジを絞り込んで行くことを可能にする。検索結果は通常の検索エンジンがURLを提示するのに対

して、Webページより抽出したキーワード群によって表示する。これにより、ユーザのキーワー

ド選択の負担を軽減する。

1 はじめに

現在、Web 検索を行う手法としてキーワードと

なるテキストをキーボードやコピー＆ペーストで入

力することによって与えるものが普通である。この

ため、目的のページに合ったキーワードが思いつか

ない場合、検索は困難なものとなる。また、的確で

はないキーワードを選定してしまうと、目的のもの

とは異なるページが多く引っかかってしまう。絞り

込むための条件として更新時刻などの付加情報を利

用するものもあるが、それらは操作が複雑になるた

め、あまり利用されていないのが現状である。

我々はこの問題の解決のために、従来のシステム

のようにURLを表示せず、ノード化したキーワー

ドによってクエリーを作成し、提示されるキーワー

ドによって目的のページを対話的に探し出す検索シ

ステムを作成している。このシステムでは、結果を

キーワード群で提示する。このキーワード群をク

エリーに利用することによって、対話的に検索を進

め絞込みを行うことができる。これは、重要なキー

ワードがわからないときなどに有効であり、煩雑な

キーワードの策定によるユーザの負担を削減する。

2 ノードを用いた Web 検索

我々が提案する対話的なWeb のキーワード検索

システムの概要について述べる。

システムの画面は、主に左上部のクエリーの作成

を行うクエリー作成部、左下部の検索結果を表示す

る検索結果部と右部のキーワードの履歴などのサ

ポート情報を掲示する履歴部の３つの部分によって

構成される（図1）。また、初期条件などのテキス

トで入力されるものは上部の入力部で行う。

クエリー作成部でノードを組み合わせてクエリー

を描くと、検索結果として該当するWeb ページよ

り抽出されたキーワード群が検索結果部に提示さ

れる。結果のキーワード群はノードとして表示され

る。表示された検索結果のキーワード群は直接操作

でき、追加するキーワードとして利用できる。

履歴部にはクエリー作成に使われたキーワードの
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図1 システムの画面

履歴をリストとして表示する。ユーザはこのリスト

内のキーワードをクリックすることでクエリーに利

用できる。

利用者は表示されるキーワード群の内容によって

目的のページを表示させるかどうかを最終的に決定

する。

本システムにおいてユーザは以下に示す手順を踏

むことによって検索を行う。

1. 検索初期条件となるキーワードを入力する (図

2)。このキーワードはキーボードなどからテキ

ストで入力するか、履歴部にあるヒストリから

選択する。入力後、 初期条件となるキーワー

ドがノードとしてクエリー作成部に表示され

る。それと同時に検索が行われ、その検索結果

が表示される (図3)。

2. 検索結果として画面に表示されるキーワード群

の種類や個数、重要なキーワードの有無などに

よって検索を続けるかを判断する。

3. 検索を続ける場合、クエリーのキーワードの追

加や削除を行う。追加は、検索結果として表示

されたキーワード群から関係するキーワード

をドラッグ＆ドロップによってクエリーに組み

込む (図4)。もしくは、初期条件と同様にテキ

ストでの入力や履歴部からの選択でも可能で

ある。削除の場合は逆にクエリーのキーワード

群から不必要なキーワードをドラッグ＆ドロッ

プにより画面外へ移動させることによって削除

する。

4. 目的となるようなページを示唆するようなキー

ワードが検索結果の中に出現した場合、検索目

的が達成されたと考える。検索結果部にある検

索目的のメインとなるキーワードをクリックす

ることにより目的のページを表示する (図5)。

図2 検索のための操作(a)

図3 検索のための操作(b)

図4 検索のための操作(c)



図5 検索のための操作(d)

2.1 重ねあわせ表現による論理式

本システムでは、ユーザは基本的にノード化され

たキーワードを操作することによって検索を行う。

複数のノードに対し重ねあわせ表現を応用すること

で論理式を記述する。これにより、テキストで書か

れる論理式より直観的なクエリーを作成することが

できる。表現としては検索において一般的に用いら

れる and、or を図形的に表したものを用いる。

図6では（（ オリンピック and 代表 ）or ワール

ドカップ ）and サッカー and 日本 の組み合わせを

示している。このように or を併記で、and を重ね

あわせで表現する。また、括弧を示すためにグルー

プ化を行う。

図6 重ねあわせ表現による例

2.2 過去履歴の表示

履歴部では、今までクエリーに利用してきたキー

ワードが過去履歴として表示される。この履歴は新

しく利用されたものほど上に記述され、また、クエ

リー作成のためのキーワードとして利用できる。

2.3 undo機能

クエリー作成部は逆操作 (undo)をおこなう機能

をもつ。これにより目的以外の検索結果に陥った場

合、操作を遡ることによって検索の途中段階より再

度検索を行なうことが可能になる。

右上にあるundo ボタンを押すことにより、クエ

リーは1回前の ドラッグ＆ドロップ作業を行なう

前の状態になる。 検索結果はクエリーに基づいて

逐次検索を行なっているため、基本的に同様なキー

ワードが表示される。また、画面右側の履歴表示は

変化しない。

3 システム構成

前述の手法を用いて実際にシステムを実装してい

る。本システムではインタフェース部と検索部に分

けて実装を行った（図7）。

インタフェース部はノードの操作や図形で書き表

されたクエリーの解析、検索結果であるキーワード

のユーザへの提示などを行う。

検索部は検索を行うことにより検索結果である

キーワードを抽出する。すなわち、インタフェー

ス部によってテキストに直されたクエリーを元に、

URLを求める検索を行い、そのURLが示すページ

より関係するキーワード群を導き出しインタフェー

ス部に返す。

図7 システムの構成

3.1 ノード表現の変換

ノードによって表現された論理式は、そのままで

は外部のサーチエンジン等にデータとして渡すこと

ができないためサーチエンジンが利用可能な形式に

変換する必要がある。

本システムでは、インタフェース部において、図



形で示されたクエリーをテキストに利用可能な中間

表現に変換し、検索部に引き渡す。重ねあわせ図形

を変換する際にはビジュアルプログラミングシステ

ムの手法を用いている [1] [2]。この作業はノードの

追加、削除、重ねあわせ操作があるたびに行なう。

3.2 キーワードの抽出

現在運用されているサーチエンジンのほとんど

は、検索結果としてキーワードを返す機能をもたな

い。このため、検索部ではキーワード群を求めるた

めに、2段階に分けて検索を行う手法を取った。1

段階目ではand、or 表現で記述されたクエリーよ

りURLを導き出す従来型の検索を行う。

2段階目では1段階目の検索結果として返ってき

た URL より、該当するページを直接取得して個別

に形態素解析をかけキーワードを抽出する。形態素

解析には 『茶筅』 [3] を用いている。抽出された

キーワードは優先順位をつけ、その上位のキーワー

ドを結果のキーワード群としてインタフェース部に

渡す。

4 関連研究

検索結果をキーワードで表示して利用するもの

には、ArtaVista Re�ne [4]がある。初期条件から

関連キーワードリストを作成し、利用者がそれらの

キーワードを「必要」、「除外」のスイッチ選択を行

うことによって、検索結果を絞りこむものである。

ノードを使った情報検索システムとして、Dual-

NAVI [5] があげられる。DualNAVIでは特徴語グ

ラフというもので検索対象の内容を表示する。この

システムはサーバの持つデータに対して事前に各

語の全体の出現頻度を算出しておき、検索結果の語

の出現頻度と比較することで、特徴語を抽出して

いる。

文章群から抽出された単語の連想関係をノード

を用いて可視化するシステムとして ACCENT [6]

[7]があげられる。ACCENT は検索結果である連

想マップを表示する際、単語間の関係度計算やレイ

アウトに対してスコープを制御し結果情報の分析の

目的や視点を反映させている。これにより、検索情

報の分析作業の効率化を図っている。

5 まとめ

我々はノードを使った対話的キーワード検索シス

テムを提案、実装した。このシステムでは、クエ

リーをノードの組み合わせによって直観的に作成で

きる。検索結果は URL ではなくクエリーに利用可

能なキーワード群で提示するため、キーワード選択

の負担を軽減し Web 検索をより容易にする。
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